第３回大阪府水と緑の健康都市　オオタカ保全審議会の結果について
１．日　時：平成２６年８月５日（火曜日）１５：００～１６：３０
２．場　所：河内長野市ノバティホール
３．出席者：以下の３名の委員が出席
　　  橋　本　正　弘　会長　   (財) 日本野鳥の会 大阪支部　副支部長
小海途　銀次郎　委員　　 (財) 日本野鳥の会会員、元大阪府鳥獣保護員
高　柳　　敦　　委員　　　京都大学　農学研究科森林生産学講座講師
４．議題
（１）オオタカモニタリング調査の中間報告について

（２）府内のオオタカ営巣地調査結果の概要、

及び箕面森町のオオタカ営巣地保全の取組状況について

　（３）水と緑の健康都市特定土地区画整理事業終了後の
新たなオオタカ保全方策（素案）の検討について
　

５．検討結果

　オオタカモニタリング結果、府内のオオタカ営巣地調査の結果、オオタカ保全方策

（素案）について説明し意見交換を行った。
議題１　オオタカモニタリング調査の中間報告について
平成２６年定点調査の結果、箕面森町でオオタカの飛翔は確認されたが、繁殖は確認されなかった。なお、広域調査でオオタカの営巣は確認したが、孵化までは確認できなかった。委員からは、箕面森町でオオタカの営巣、繁殖が見られなくなったのは、オオタカの寿命、繁殖に適した木（アカマツ等）が少なくなってきたこと、オオタカの餌場（畑地、果樹園、水田、小鳥が集まるような実の生る木のある場所）がほとんど無いことが原因ではないかとの意見があった。
議題２　府内のオオタカ営巣地調査結果の概要　

及びオオタカ営巣地保全の取組状況について

府内のオオタカ営巣地について、それぞれの営巣木、森林面積、採餌環境（主な餌、狩場、見張り木）、環境保全対策、営巣地周辺の状況について報告した。府内のオオタカ営巣調査結果から、営巣木だけでなく、餌場（狩り場）、見張り木もオオタカが営巣する上で重要なことが分かった。委員からは、箕面森町においても、餌場、見張り木の整備が必要で、特に餌場については、小鳥が好む実のなる木だけでなく、昆虫が集まる木も必要との意見があった。

議題３　箕面森町の新たなオオタカ保全方策（素案）について

府内の営巣調査結果から導き出されるオオタカ保全方策（素案）について報告した。
・オオタカの帰巣に向け、モニタリング調査を継続する
・オオタカの餌となる小鳥が好む実をつける樹木を植栽し、営巣木や見張り木を確保する等の採餌環境の整備を図る
・環境パトロールなどを行ない、過度な騒音や振動等を発生させないよう施工業者へ指導するなど状況確認を行う

・里山食物連鎖の頂点に位置するオオタカの生息環境を維持していくためには、住民やＮＰＯ、学校等の地域関係者の理解と協力が是非とも必要であり、地域に集う関係者とオオタカとのより良い関係を構築するための施策を講じる
・府道止々呂美東西線沿いの一部の土地利用の緩和にあたっては、新たな対策を講じる
以上５項目をオオタカ保全方策（素案）として委員へ提案した。
この提案に対し、委員からは、採餌環境の整備が必要であること　及びオオタカ保全地

の現地調査を行った上で、新たなオオタカ保全方策について検討したいとの意見があっ
た。
